
本号の製品 競合イムノクロマト法による簡易検査キット ＡｇｒａＳｔｒｉｐＴＭ Ａｆｌａ

本号のサンプル カビ毒（アフラトキシン（AFL)）

Autoprep ® アフラトキシン用
イムノクロマト

仕様

T   C

T  C

T   C

陰性の場合 （境界値以下）
２本ライン

（コントロールライン＋テストライン）

陽性の場合 （境界値以上）
コントロールラインのみ、１本ライン

USDA/GIPSA認可

反応時間は わずか5分

操作手順が非常に簡潔

常温保管可能

無効測定の場合
コントロールライン無し

特長

＊　別途、消費税を申し受けます

品　　　　名 境界値 本数/ 希望小売

（トータルアフラトキシン用） 箱 価格＊

ＡｇｒａＳｔｒｉｐ
TM 

Ａfla 4 4ppb 24 36,000 RA12 9040

ＡｇｒａＳｔｒｉｐ
TM 

Ａfla 10 10ppb 24 36,000 RA12 9100

ＡｇｒａＳｔｒｉｐ
TM 

Ａfla 20 20ppb 24 36,000 RA12 9200
保存：　2～25℃、　　　使用期限：　製造から12ヶ月

AgraStripTMは　Romer Labs社の商標です。
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測定手順

■溶液類の準備■
１． ７０％（ｖ/ｖ）メタノールを準備します。

■粉砕/抽出方法■
１． 検査対象試料から抜きとったサンプルをRomerSeriseⅡmill等で粉砕し、２０メッシュ

スクリーンを７５％以上が通るようにします。フィルターを通過したサンプルを完全に
混ぜます

２. 粉砕したサンプルから１０ｇを量りとり、しっかり閉まるきれいな広口瓶に入れます。
３． ２０ｍＬの７０％（ｖ/ｖ）メタノールを加え、広口びんを閉めます。

注） サンプルと抽出液はそれぞれ１：２（ｗ：ｖ）の比率で抽出します。
４． ブレンダーまたは振とう機で、３分間激しく振ります。
５. 静置し、Whatman No.１のフィルターでろ過または、１０００ｒｐｍ×１０分間遠心分離し

ろ液または上清を採り、試験溶液とします。
参考） USDA/GIPSAの方法では５０gの試料を１００ｍＬの７０％（ｖ/ｖ）メタノールで

1分間 振とうして抽出します。

■測定方法■
注）すべての試薬とキット類は使用前に室温１８～３０℃に戻しておいてください。

１． 必要な数のウェルをマイクロウェルホルダーにおきます。使用しないマイクロウェル
は乾燥剤といっしょにホイルの袋に戻し、テープで袋に再度封をしておいてください。

２． シングルチャンネルピペットを用いて、青いキャップに入った希釈液を５０μＬずつウ
ェルに分注します。5回吸排出を繰り返して、マイクロウェルにコートされた抗体金コ
ンプレックスを溶解します。
注）抗体金コンプレックスをマイクロウェル壁面からきちんと剥がしてください。測定

結果に影響します
３． シングルチャンネルピペットを用いて、更に試験溶液（ろ液または上清）を５０μＬず

つ加え、吸排出の操作を３回繰り返し混合します。
４． アフラトキシン試験紙を1枚ずつ混合液の入ったマイクロウェルに差し込みます。

使用しない試験紙は容器に戻して密閉し、吸湿を防いでください。
５． ５分間静置して、試験紙に混合液を吸収させます。
６． 試験紙を取り出して結果を読み取ります。

交差反応

キット内容

アフラトキシン試験紙

抗体金コンプレックスコートマイクロウェル

マイクロウェルホルダー

希釈液（青キャップ）

ピペットチップ

取扱説明書 B1 100%

B2 76%

G1 70%

G2 42%

ＡｇｒａＳｔｒｉｐTM は、Romer Labs社.の商標です。

＊ 抗体が見分けることの出来ない類似物質があります。

＊ 測定結果はアフラトキシンＢ１及びそれら類縁体の総和を意味します。



測定手順図解

注意： ご使用時には、必ず製品に同封されている英文取扱説明書をご参照ください。

Step 1.
70％メタノー
ルで ３分間
試料を抽出
する。

Step 2. 
ろ過または
遠心分離し
て不溶物を
除き、試験溶
液を得る。

0分

10分

20分

Step 5. 
試験溶液を
50μL加え
て吸排出を
３回繰り返し、
混合する。

Step 6. 
各ウェルに試
験紙を浸す。

Step 7. 
５分間置いて、
吸収・反応さ
せる。

Step 8. 
結果を読み
とる。

Step 3. 
マイクロウェ
ルをセットす
る。

Step 4. 
希釈液50μL
を各ウェルに
分注し、吸排
出を５回繰り
返す。
（抗体金コン
プレックスをき
ちんと溶解し
てください。測
定結果に影響
します）



輸入元

化学品事業部 特殊化学品部

分離精製（オートプレップ）グループ

ＵＲＬ： ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ａｕｔｏｐｒｅｐ．ｊｐ

お問い合わせ、ご用命は下記特約店へお願いします。

*  改良のため仕様を予告なく変更することがあります。 * 本資料中の数値は参考値であり保証値ではありません。

測定原理

AgraStripTM  Aflaは 競合イムノクロマト法を用いた簡易検出キットです。
食品等から抽出した試料液を、抗アフラトキシン(AFL)抗体-金コンプレックスと混合したのち試験紙に吸

収させると、試料液に含まれるAFLと結合しなかった（AFL結合部位を持っている）抗AFL抗体-金コンプレッ
クスのみが、試験紙に固定されたAFL-BSA複合体と結合してラインを形成します（テストライン）。

ＡＵＴＯ．ＮＯ．０１８①.06.3000．JUN．A

テスト
ライン

コントロール
ライン

テストライン
Aflatoxin-BSA

   

コントロールライン
抗-マウス IgG抗体（鶏由来）

試験紙の仕組み

マウスIgG-
金コンプレックス

抗-Aflatoxin抗体
金コンプレックス

Aflatoxin（AFL)

試料抽出液と抗体-金コンプレックスを混合する

試料中のAFLが、抗AFL抗体-金コンプレックスのAFL結合部位を塞ぐ

AFL汚染が高いとき AFL汚染が低いとき

テスト
ライン

コントロール
ライン

結合部位の空いて
いる抗AFL抗体金
コンプレックスのみ
が結合

マウスIgG-
金コンプレック
スが結合

AFLで結合部
位が塞がれた
抗AFL抗体金
コンプレックス
は通過

混合液を試験紙に吸収させる

試料中のAFL濃度

境界値以下

境界値付近

境界値以上

汚染度に応じた濃さのラインが形成される

テスト
ライン

コントロール
ライン


